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１. まえがき 

１.１ 研究の目的 

現 在 、 普 及 し 始 め て い る RFID( Radio 

Frequency IDentification：無線 IC)を利用する

ことによって、店舗内の顧客動線を把握するこ

とが出来るようになる。そこで、RFID を用いて

顧客の購入経路を把握するとともに、商品の購

入順路を把握することが出来るようになる。こ

の統計を取ることによって、実際に買い忘れを

無くし、売り上げをより高くする効率の良い最

適商品配列を考えるものである。 

 
図１ 最適商品配列 

１.２ 研究の背景 

今までは店舗で一次元バーコードや二次元バ

ーコードを利用して購入した商品の購買統計値

から、併売傾向を把握することが出来る。しか

し、顧客の動きを見て併売傾向の高い商品をな

るべく近くにおいて商品配列を考えてきたがそ

の効果を把握することが出来ない。しかし、今

後は商品一つ一つにバーコードの代わりとして

RFID が取り付けられるようになる。そこで、店

舗のカートにリーダ／ライタがあればカート内

に置かれた商品をリーダ／ライタが認識できる。 

そのリーダ／ライタより POS に顧客動線、商品

購入順路、カート内の商品などのデータを転送

できるようになれば、顧客側の買い物時間の短

縮や、店舗側の経費削減へとつながる。また、 

店舗には顧客動線や商品購入順路など、様々な 

顧客のデータを把握できるようになる。 

 

 

 

 

 

購入した商品の POS データを参照しデータマ

イニングやバスケット分析などを利用して併売

商品を導き、併売傾向の高い商品を近くに陳列

し、顧客が実際に買うかどうかを観察すること

でしか把握することが出来ない。この手法で商

品配列を行うと実際には因果関係の少ない商品

や、効率の悪い配列になってしまうことがある。 

１.４ 課題は何か 

効率の良い最適商品配列を実現するために、

RFID によって得られた購入順序のデータを利用

して、購入履歴から求められた確率より併売傾

向の高くなるような配列を考える。 

 

２. 本論 

２.１ どの課題をどのように解決するか 

最適商品配列を解決するために、RFID の技術

を利用して商品の購入順序を把握し、過去のデ

ータが蓄積されているものと仮定する。購入履

歴からそれぞれの確率を算出して、遺伝的アル

ゴリズムの手法と購入順序の確率をそのまま利

用した手法などを比較し、過去のデータから購

入期待値がより高くなるようにする。 

２.２ 解決手段のアルゴリズム 

２.２.１ 順序アルゴリズム 

順序アルゴリズムとは、n 次による配列アルゴ

リズムである。n 次とは、ある商品からどこまで

の商品の購入順序確率を参考に配列するかであ

る。たとえば、1 次であるとすると、ある商品の

次に異なる商品を購入する場合などの隣にある

商品との確率を二次元配列で表し、その確率が

高くなるように並べたものが 1 次順序アルゴリ

ズムである。 

２.１.２ ランダムアルゴリズム 

ランダムアルゴリズムとは、確率など何も考

慮せずに、商品を重複しないようにランダムに

並べた配列アルゴリズムである。 

２.２.３ 総計算アルゴリズム 

総計算アルゴリズムとは、商品全ての組合せ

を比較して最良となる配列を導く配列アルゴリ

ズムである。 

２.２.４ 最適商品アルゴリズム 

遺伝的アルゴリズムの考え方を利用して商品

の配列を考えるアルゴリズムである。 
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２.３ この方法を選定した理由 

この解決方法で商品配列を考えた場合、総計

算アルゴリズムでは商品数が n 個あるときに計

算数が n!となり、商品数が多くなると膨大な計

算をすることになる。ランダムアルゴリズムで

は、何も考慮していないために商品関連がなく

なってしまう。1 次順序アルゴリズムでは、隣に

ある商品の関係は強くなるがその先の商品との

関係が結びつかなくなる。遺伝的アルゴリズム

を使用したアルゴリズムを使用する場合におい

ては総計算のように膨大な計算をせずに配列を

算出することが出来る。 

２.４ 自らの考案した内容 

２.４.１ 購入順序マトリクスの概要 

購入順序マトリクスとは、1 次順序確率、2 次

順序確率、3 次順序確率と、それぞれの商品との

関係を確率で表したものである。 
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図２ 購入順序マトリクス 

 

２.５.２ 評価式の概要 

評価式とは、遺伝的アルゴリズムにおける適

応度を計算するための計算式、及び最終的な評

価をする際に使用する式である。 
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商品配列：　

順序確率：　

重み付け：　

商品数　：　

順序距離：　

 

３. 評価 

３.１  評価の考え方 

最適商品配列アルゴリズム、1 次順序アルゴリ

ズム、ランダムアルゴリズムによる 3 つのアル

ゴリズムの比較による評価を行う。 

３.２ 評価方法 

最適商品配列アルゴリズムで使用する遺伝的

アルゴリズムでは世代数によって評価値が異な

るので、世代数を変えることで、どの世代数が 3

つのアルゴリズムを評価する基準となるかとい

うことも結果から導く。 

また、顧客数・商品数を変化させたときの 3

つのアルゴリズムの変化についても評価対象と

する。 
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図３ 評価値と世代数 

 

３.２ 評価結果 

 図３に示すように一つの商品配列を一個体と

みなした遺伝的アルゴリズム（個体数１００）

では、約３０万世代後に１次順序配列を上回る

よい商品配列が得られ、顧客動線に基づく商品

配列問題における遺伝的アルゴリズムの有効性

が示された。 

 

４. まとめ 

 今後は全ての商品にバーコードの換わりとし

て RFID が付くようになるので、本研究のように

店舗にとって効率の良い配列を実際に出来るよ

うになる。これは、今までの配列とは違い、購

入順序のデータを使用するために顧客側には買

い物のしやすい順序になっており、店舗には売

り上げを寄り高くすることができると考えられ

る。 
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